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校 長室 よ り

仁 賀 保 高 校 の 特 色 は 何 か ？ 他校 に な い取 り 組 み や行 事

仁賀 保 高 校 は秋 田 県 の 高等 学 校 の中 で 、 他 校に は な い 特色 を 持 っ た高 校 で す。 在 校 生 や
保 護者 の み な さん に は 、 今一 度 本 校の 特 色 を 確認 し て い ただ き 、 仁 高教 育 の 特殊 性 を 自 負
し てい た だ け れば 幸 い で す。 沢 山 ある 中 か ら いく つ か を 紹介 し ま す 。

１ 鳥 海 山 の 全容 が 大 迫 力で 見 ら れる ロ ケ ー ショ ン
みな さ ん に は、 日 常 の 見慣 れ た 光景 か も 知 れま せ ん が 、私 に と っ ては 心 が ゆさ ぶ ら れ 、

感 動を 呼 ぶ 偉 大で 神 秘 で 優雅 な 山 です 。 仁 賀 保高 校 に 勤 務で き て 本 当に 良 か った で す 。

２ 全 校 鳥 海 登山
今年 は ７ 月 １８ 日 （ 木 ）を 予 定 して い ま す 。私 は 新 人 職員 と し て 、６ 月 ７ 日（ 金 ） 開 校

記 念日 に 恒 例 とな っ て い る偵 察 登 山で 、 一 足 先に 鳥 海 山 の魅 力 を 堪 能し て き まし た 。 秋 田
県 で登 山 を 取 り入 れ て い る学 校 は 、本 校 を 含 めた っ た 二 校で す 。 一 生の 思 い 出に 残 る 行 事
で す。

３ 地 域 貢 献 を意 識 し た 活動
部活 動 単 位 で、 さ ま ざ まな 取 り 組み が 見 ら れま す 。 他 校に は な い ＢＶ 会 や フラ ダ ン ス 同

好 会を は じ め 、茶 華 道 部 等の 活 動 を四 月 か ら 見て き ま し た。 学 校 行 事や 総 合 的な 探 究 の 時
間 、授 業 等 で 今後 も 地 域 との 連 携 を進 め て い きま す 。

４ 地 域 と の 協働 に よ る 学校 行 事
にか ほ 市 と の連 携 協 定 を締 結 し た本 校 で は 、８ 月 ３ １ 日（ 土 ） に 防災 訓 練 を計 画 中 で す。

全 校生 徒 が 関 わる 初 め て の試 み で す。 学 校 祭 も「 に か ほ っと 」 で 開 催の 予 定 です 。

５ 情 報 メ デ ィア 科 の 存 在
秋田 県 で オ ンリ ー ワ ン 、唯 一 無 二の 学 科 で す。 平 成 １ ５年 に 設 立 、今 年 度 １７ 年 目 を 迎

え ます 。 卒 業 生は 、 Ｉ Ｔ 業界 や 少 年ジ ャ ン プ で大 人 気 の 漫画 「 チ ェ ンソ ー マ ン」 の 藤 本 タ
ツ キ（ 樹 ） 先 輩を 始 め 、 多方 面 で 活躍 し て い ます 。 最 近 はｅ ス ポ ー ツに も 参 加し 、 先 月 秋
田 県ｅ ス ポ ー ツ協 会 の 役 員も 来 校 し、 今 後 の 支援 を 確 認 しま し た 。

６ 部 活 動 の 活性 化 と 地 域貢 献
部活 動 で あ る以 上 、 勝 利を 目 指 すの は 基 本 です 。 し か し勝 利 至 上 主義 で は なく 、 自 分 で

選 んだ 部 活 動 で達 成 感 が 得ら れ る よう に 、 課 題を 明 確 に し、 改 善 方 法を 考 え 、そ れ を 駆 使
し て繰 り 返 し 練習 し た 成 果を 実 践 で試 す 、 と いう プ ロ セ スに 力 点 を 置い て い ます 。 さ ら に、
地 域の 方 々 に 応援 し て も らえ る よ うに 、 部 活 単位 で ボ ラ ンテ ィ ア に 励ん で い きま す 。

７ 少 人 数 に よる き め 細 かな 教 育 実践
現在 、 １ 学 年普 通 科 の 定員 は ８ ０名 、 情 報 メデ ィ ア 科 は３ ５ 名 で す。 少 子 化等 の 影 響 も

あ り、 本 校 の 生徒 数 は 、 定員 に 満 たな い 状 況 です 。 し か し現 状 を 悲 観的 に 考 えな い で く だ
さ い。 人 数 が 少な い と い うこ と は 、少 人 数 で きめ 細 か な 指導 を 受 け るこ と が でき ま す し 、
先 生方 が み な さん 一 人 ひ とり を よ く見 て 対 応 （ア イ コ ン タク ト ） し てく れ ま す。 生 徒 の み
な さん 、 プ ラ ス思 考 で 考 えて 行 動 （ Consider ＋ Action） し ま し ょう 。

仁 賀 保 生 に 贈 る フ ァ イ ブ ス タ ー ズ ５ つ星

★ ア イ コ ンタ ク ト （ ｉ con t act） を 心 がけ て く だ さい 。 目 と 目で 通 じ 合う の み な
ら ず 、 「 よく 考 え て 行動 す る 」と い う 意 味を 理 解 し て活 動 し ま しょ う 。

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と
る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学
ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?
自 分 が 誰か の 役 に 立つ た め には 、 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大 切な の で す！


